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死亡

附刷

市
の
凶
民
健
康
保
険
引
業
は
、
目
以
近
と
く
に

医
療
給
付
の
増
加
に
よ
っ
て
非
常
に
円
し
く
、

昭
和
何
年
度
決
算
見
込
み
で
は
、
ゃ
く
二
千
万

円
の
赤
・
子
が
予
州
制
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た

め
‘
市
で
は
や
む
を
ね
ず
、
昭
和
料
作
広
か
ら

似
険
税
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
乙
で
、
い
っ
た
い
同
保
の
別
配
が
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
¢
か
、
か
い

つ
ま
ん
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

社
会
保
障
制
度
の
一
つ
と
い
わ
れ

る
国
民
健
康
保
険
は
、
私
た
ち
が
病

気
や
け
が
を
し
た
と
き
、
お
互
い
が

助
け
あ
っ
て
、
安
い
お
金
で
い
つ
で

も
安
心
し
て
病
院
に
か
か
れ
る
よ
う

な
し
く
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。
現
紅

市
の
国
民
健
康
保
険
に
は
、
市
民
の

四
四
u
h
に
あ
た
る
こ
.
刀

一
千
人
が
加

入
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

間
保
事
業
の
運
営
に
必
川
氏
な
資
金

は
、
川
内
の
ぷ
出
金
と
間
保
に
加
入
し

て
い
る
被
保
険
者
が
納
め
る
保
険
税

が
お
も
な
財
源
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
、
み
な
さ
ん
ツ
、
病
院

に
か
か
っ
た
阪
療
貨
を
文
払
い
し
た

り
、
川
口
政
資
ね
作
祭
費
(
各
二
千
円
d

行
児
手
当
(
二
千
凶
行
円
)
を
差
し

上
げ
た
り
、
ま
た
、
市
民
の
能
川
峨
を

γ
る
た
め
の
保
健
婦
所
勤
な
ど
の
恒

業
を
し
て
お
り
ま
す
。
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ふ
え
る
医
療
銭

円
何
年
度
は
二
千
万
円
の
赤
字

以
近
に
お
け
る
医
療
伐
は
、
年
々

増
加
の
.
途
を
た
ど
っ
て
お
り
ま

-

O

 

J
O
J
 
魚
津
市
が
全
市
域
に
阿
保
功
た
を

災
施
し
た
附
和
白
作
一
位
と
比
較
し
て

み
ま
す
と
、

.
人
当
り
.
肱
僚
出
で
は

二
千
一一一

U
一十
十
円
円
だ

っ
た
も
の
が

位
作
院
に
は

一
.
刀
一
千
八
行
九
十
七

円
と
突
に
五

・
一
析
に
な
っ
て
い
ま

す
'
0

さ
ら
に
糾
年
度
は
一
人
あ
た
り

町
内
療
伐
一
刀
七
千
.
山
五
十
川
に
述
す

る
も
の
と
推
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
一
人
当
り
医
師
に
か
か
る

同
数
も
お
作
二

・
七
川
だ
っ
た
も

の
か
位
年
に
は
問

・
凶
川
と

一
・
六

倍
に
ふ
え
、

一
川
あ
た
り
の
費
用
も

お
年
八
百
四
十
八
円
だ
っ
た
も
の

が
、
川
町
年
に
二
千
六
百
五
円
と
三
。

)
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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こ
の
よ
う
に
医
学
の
進
捗
、
薬
師

の
改
訂
、
給
付
部
の
引
き
上
げ
な
ど

に
よ
り
、
医
師
に
か
か
る
川
数
・
一

回
あ
た
り
の
費
用
も
そ
れ
ぞ
れ
ふ
え

-

て
き
て
お
り
、
国
保
事
業
会
社
の
叩
四

日
門
を
苦
し
く
し
て
お
り
ま
す
U

い
っ
ぽ
う
こ
れ
ら
の
貨
用
を
ま
か

な
っ
て
い
る
同
州
文
出
会
は
、
九
出

に
ふ
え
て
お
り
ま
す
が
、
保
険
税
は

門
・阿
倍
に
し
か
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
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こ
の
よ
う
に
作
を
泊
っ

て
地
加
す

る
医
療
伐
の
た
か
で
、
似
険
給
付
が

五
割
か
ら
、
附
一
川
、.
卜
七
訓
へ
、
さ
ら一

に
川
町
作
i
月
か
ら
は
、
川
い
川
川
口
周
も
七

割
給
付
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
み
な
さ

ん
の
医
療
技
負
仰
を
で
き
る
だ
け
桝

く
す
る
よ
う
に
、
給
付
の
改
一
世
か
は

一

101 

ト

喧 'IIIIoJ¥'J¥.ト 1

‘'ーてF、電・-・

か
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
み
な
さ
ん

か
ら
い
た
だ
く
保
険
税

と
、
凶
か
ら
の
補
助
金

を
あ
わ
せ
て
も
増
加
す

る
医
療
費
に
は
と
う
て

い
追
い
つ
く
こ
と
が
で

き
ず
、
刊
年
度
に
は
二

千
万
円
に
迷
す
る
に
ふ
?

を
み
る
結
民
に
な
り
ま

し
た
。こ
の
た
め
、
乙
と

し
か
ら
保
険
税
が
引
き
!
げ
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
ト
比
卜
図
の

グ
ラ
フ
の
よ
う
に
、
保
険
税
は
県
内

叫必ず

さ.~; 

￥l IfO 3苛M

叩量

他
市
と
比
べ
る
と
決
し
て
刈
く
な
り

一

過
ぎ
て
は
い
な
い
よ
う
で
す
。
私
た

ち
の
国
民
隙
民
保
険
を
よ
り
健
全
に

発
以
さ
せ
る
た
め
に
、
み
な
ん
の
ご

迎
併
と
ご
協
刈
を
お
似
い
し
ま
す
ふ

保
険
税
の
税
率

保
険
脱
の
税
率
は
ζ

と
し
か
ら
次

の
よ
う
に
改

.t
さ
れ
ま
し
た
心

こ
の
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
や
く
一一一

下
山
口
が
川
の
地
税
が
け
刈
込
ま
れ
て

お
り
ま
す
む

:.5&0 
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60 
者
割
引

，
綜
あ

r
凡

人

被
均
(

ま
た
保
険
税
の
釘
川
刀
法
は
次
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。
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八
保
険
税
の
納
期
限
は

V

第

.
則
7
月
引
日
、
節
二
期
9
灯

初
日
、
第
三
期
日
月
初
日
、
第
問
問

2
月
末
日
で
す
。

春
の
交
通
安
全
運
動

刊
日
か
ら
初
日
ま
で

以
近
、
中
は
ま
す
ま
す
ふ
え
る
い

っ
ぽ
う
で
、
こ
れ
に
と
も
な
い
市
欣

も
多
く
な
る
と
山
わ
れ
ま
す
心

そ
こ
で
、

5
月
日
刊
か
ら
別
け
ま

で
の
十
リ
川
、
人
上
国
い
っ
せ
い
に

「
作

ω
交
通
安
八
寸
迎
動
」
が
実
施
さ

れ
ま
す
ι

と
く
に
人
I

川
は
、
少
行
者
。
ぃ
父
油

引
岐
を
な
く
す
る
こ
と
を
け
傑
と
し

て
行
な
わ
れ
ま
す
む
つ
ぎ
の
よ
う
な

こ
と
に
み
な
さ
ん
の
ご
協
刈
を
お
則

い
し
ま
す
。

・
正
し
い
道
路
陥
断
ハ
山
川
行
と
凶

断
歩
道
に
お
け
る
広
行
者
保
設

の
徹
氏

マ
:・

ζ

ど
も
と
お
と
し
よ
り
の
交
通

山

K
A
f
の
悦
保

マ

:・

飲
洲
山
庄
一
転
の
追
放

電

子

機

山

市

機
械、

製
か
ん

の
三

利

国
立
魚
作
総
ム
ハ
版
業
訓
練
所
は
、

川
緑
地
内
に
昨
年
秋
か
ら
第

一
則
工

事
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

乙
の
ほ
ど
完
成
し
、
日
目
に
問
所
式

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

乙
ん
ど
で
き
あ
が
っ
た
の
は
、
工

出
五
下
.
ん
円
で
似
円
以
鉄
材
平
屋
位
て

の
出
火
習
帆
一
む
ね
、
円
十
人
以
作
の

火川山川合
、
職
員
出
合
、
台
附
な
ど
と

こ
の
ほ
か
機
械
設
附
が
な
さ
れ
ま
し

J
J
U
 

総
Amn
版
業
訓
練
所
は
、
一
一
か
年
で

巾
階
技
能
川
引
を
長
成
す
る
同
の
機
関

火
災
復
興
ば
域
内
で
あ

っ
て
も
、

一

境
川
介
を
ぷ
け
る
郎
作
で
、
新
し
い
机

-

居
衣
.
小
を
し
な
い
地
区
の
住
所
は
、

一

土
地
改
心
怖
の
地
需
号
に
あ
っ
て
い

る
場
介
だ
け
、
市
で
新
川
名
部
地
に

一

更
正
し
ま
す
。
代
以
川
山
知
の
地
番
号
に

一

あ
っ
て
い
な
い
と
き
は
中
し
出
、
ま一

た
は
転
居
同
け
を
し
な
け
れ
ば
な
り

一

J

J

一

ま
せ
ん
。

一

八
手

続

き

V

一

市
で
い
ふ
絡
や
住
所
内
回
一
山
で
き
な

一

い
一
い
加
や
怜
凶
以
来
ー
台
帳
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
中
し
出
や
川
け
山
守
一

れ
る
よ
う
市
役
所
か
ら
附
人
あ
て
に

通
知
す
'る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
通

知
し
て
も
叩
し
川
ゃ
い
川
け
州
、
川
市
什
一

の
な
い
と
き
は
、
い
ま
ま
で
ど
お
り

欣
附
す
る
ほ
か
あ
リ
ま
せ
ん
d

①
白
助
ぃ
山
ド
凶
係
、
①
'
船

μ
山
係
、

①
登
記
関
係
な
ど
の
一
市
可
証
で
、
作

所
定
.
見
下
続
き
に
必
裂
な
一
J
川
は
、

市
民
訟
窓
U
へ
中
し
出
ら
れ
れ
ば
山

一

料
で
交
付
し
ま
す
。

一

証
明
書
発
行
な
ど
の
た
め
、
5
月

一

4
日
は
日
曜
日
で
す
が
、
市
民
課
窓

口
は
平
常
ど
お
り
仕
事
を
し
ま
す
。

一

破
傷
風
予
防
接
種

十
引
刊
せ
き
、
バ
ン
フ
テ
リ
ヤ
破

似
胤
の
出
作
ワ
ク
チ
ン
の
予
防

接
Mm
を
行
な
い
ま
す
り
該
当
者

マ
モ

デ

ル

阿

川

の

指

広

は

附

利

刊

年

1
月
1
円
か
ら
刊

年
ロ
刈
引
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

f
¥
 

川
へ
何
げ
な
く
附
て
ら
れ
る
「
て
ζ

ぉ
f
さ
ん
で
す
。
ま
た
昨
年
三

は
、
下
流
で
つ
ま
り
、
水
が
あ
ふ
れ
川
受
け
免
授
と
な
っ
た
人
は
、

付
近
の
家
の
中
に
入
っ
た
り
、
思
只
川
乙
と
し
一
川
弘
射
し
な
け
れ
ば

を
放
っ
た
り
し
ま
す
ι

ま
た
、
そ
の
川
な
り
ま
せ
ん
。
料
金
は
に
川
百
円
で

被
山
内
が
わ
れ
段
、
聞
広
に
私
た
ち
に
お
山
す
u

①
山
一①
は
れ
射
日
の
回
数

お
い
か
ぶ
さ
っ
て
き
ま
す
c

…
、大
町
、
川
似
合
、
上
野
刈
、
凶
布
胞
校

私
た
ち
の
部
民
在
日
正
へ
し
く
す
る
た

川

下

し
①
5
月
引
目
、
①
6
月
刊
け

め
に
、
お
ぱ
い
に
ご
み
の
処
即
に
以
川
マ
川
本
、
住
円
、
卜
中
山
、
天
神
松
下

を
く
ば
り
、
川
へ
ご
み
を
怖
い
て
な
川

l

①
5
月
刀
目
、
①
6
川
ロ
円

い
問
似
に
し

U
E
E
川
マ
本一川
、
道
下
校
下

h
①
5
刀
7
日
、

た
い
も
の
で

苛
-
一
一
一

…

①

5
パ

昔

、
①
6
H
日
日

す
o

州
場
|
|
凶
E
-一一-一で

川[〉
片
貝
、
加
積
、
料
川
校
下
H
①
5
月

川

9
目
、
①
5
月
目
日
、
①
6
月
目

H

Il--川
川
l
l
l
i
-
-
1
1
1
1

川
場
所
は
、
い
ず
れ
も
大
町
中
央
公
民

一

・

一

水
道
同
で
は
、
耐
永
…
航
で
、
時
間
は
午
後
1
附
か
ら

2
時

一

一

一
防
止
の
た
め
、
間
水
管
川
ま
で
で
す
。

一

J

乞

一

の
布
設
替
え
な
ど
し
て
川

一
い

ハ

各

一
お
り
ま
す
が
、
給
水
一臥
山

六

歳

末

満

の

一
一
山
町
時
間
川
町
川
一概
浦
市
山
中
間
山
一
川
刊
日
明
誠
司
市
川

知
総
合
峨
業
訓
紋
所
は
、
県
内

一
水

ば

一
資
源
の
損
失
で
あ
り
ぷ
を
対
象
に
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
伝
注
射

で
は
尚
附
に
つ
い
で
二
番
刊
の
も
の

一
漏

れ

一
刈
印
、
税
判
官
一
位
の
川
と
B
C
G
政
一極
を
行
な
い
ま
す
D

闘

で
す
が
J

ニ
か
作
中
山
一
川
両
で
完
成
さ
れ
、
、

の

ふ

'
一
む
だ
と
な
り
ま
す
ι

ま
川
山
は
そ
の
施
設
で
接
種
し
ま
す
o

こ
と
し
は
包
子
機
端
、
機
械
、
出
ヵ

肖
一

一

ぷ

水

不

明

出

と

…

校

ド

ど

引

制

C
M

場
所

ん
の
三
科
(
定
員
名
二
」
1.h
名
)
が

-
、
L

一
も
ゐ
り
附
水
し
た
と
川

5
月

5
月

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
d

水

一
き
な
ど
耐
水
し
た
と
こ
…
片
貝

6
日

8
日

小

学

校

』

，

da.

r

・ry

一

1

〕
ろ
か
ら
川
水
が
入
る
乙
川
内
山
熊
幻
自
泊
日

分

校

闘
r

1.

i
、

と

も

あ

り
、
欣
っ
て
お
く
こ
と
は
で
川

6
月

6
月

t
a
a

‘

i
AM
-~-

M
-

川

守

合

同

日

間
日

小

学

校

S
P
E
?

?
・隣

る
4
-
'

習

き

ま

せ

ん

》

¥
j
F
L贈
与

ι

一

決

水

道

の

配

布

、
給
水
装
山
は
比

川

受
付
川
間
は
午
後

!?2時
、
他

ー

嗣

晴

明

一一

丸

山

-

較
一
問
一
答
岨
の
激
し
い
市
街
地
に
布
部
品
の
校
下
は
次
号
で
お
し
ら
せ
し
ま
す

ー

副

布
野

手
「一
3
v
-
成

さ

れ

て

い

ま

す

。
こ
の
た
め
、
局
市
川

‘

一

岡
山
川
町
J

t

d

h

yu吊

J
J

川

小

児

マ

ヒ

r岸
」
・1
轟
品
買

い

.
，
抗
的
な
地
慌
の
拡
.
卜
必
ど
に
よ
り
、
似
川

・・・

島
一

、

忠

告
債
や
管
の
継
ぎ
円
に
ゆ
る
み
が
で
て
…

生

ワ

ク

チ

ン

服

用

富
町
簡
明
踊
謹
臨

pv
V

謹
|
一
収
も
れ
が
お
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
川
誠
叫
持
は
、
①
昭
和
刊
年
2
パ
1

盟
国
国
間
樋
門
岡
予

弘

司

引

く

川

日

か

ら

川

村

年

l
円
引
円
ま
で
に
作
一

ヨ

咽

編

時

間

一
六
:刷、

j

も
し
、
み
な
さ
ん
の
付
近
で

回以詰土
曜
亘
理

l

/

川
ま
れ
た
人
、

E
沼
利
位
作
7
川
i
口

際
原

品

開

刷
伊
h

h

予

約

道

の

悩

・爪
に
よ
り
、
地
ド
か
ら
水
が
川
か
ら
向
ワ
ザ
|
月
引
日
ま
で
に
牛
ま

温
慣
臨
関
川
ud

f
L
f
J
F
わ
い
て
い
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
川
れ
た
人
で
、
ま
だ
こ
川
山
川
し
て
い

、問
箇
園
開
削
且

，込

・1J

と
き
は
、
ご
山
到
で
も
水
道
局
へ
と

川
な
い
人
で
す
。
料
金
は
川
卜
円
。

地
盛
田
川
-

K
ぢ一

事

3
調
寸
--

A

一

連
絡
…
則
い
ま
す
ロ

ケ
ト
人
町
、

ntl、
上
小
品
、
松
A

灯
、
ト

‘伽
一

一回

尚

一

川

町

β
校
.トし
5
川
ロ
ハ
市
以
人
民
館
で

川
一
本
江
、
加
部
、
辺
下
、
川
布
施
校
下

一
l
i
c
-
-
f
k
E
抗

日

除

額

川

。
J
3
パ
は
U
巾
民
会
館
で

J

け

移

ノ沖

0
・
を

g
R
引

き

上

げ

川

村

木

、

税

問

、

天

神

、

八

日

ハ

佼

下

ーし

川

5
月
同
日
市
民
会
館
で

ー
ー
ー

臨

時

市

小

説

会

川

町

・
日
間
の
う
ち
都
合
で
受
け
ら
れ
な

川
か
っ
た
人
口
5
片
山
日
山
・
央
公
民
館

引
の
各
内
除
制
が
十
一
行
円
引
き
l
げ
川
受
け
付
け
時
間
は
午
後

1
1
2
M

ら
れ
ま
し
た
ま
た
、
山
色
山
町
北
日
新
川
と
く
に
生
ワ
ケ
の
場
介
、
服
州
当

の
専
従
朽
作
除
制
が
十

.υ
円
が
十
川
日
、
乳
椴
飲
料
(
ヤ
ク
W
卜
な
ど
)

五
万
円
に
、
附
山

・
京
成
年
・
老
年
川
は
飲
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

八
万
円
か
ら
一
二
イ
バ
川
に
引
き
上
げ
…
凶
附
'
恥
一
計
一

v
m恥
十
団
昭
一
一
…
日

ら
ー
は
↓
仁
。
な
お
、
給
与
所
幻
者
…
一
校
忠
の
あ
る
人
、
結
以
一柄
、
脚
以
忠

の
村
山
川
郡
山
似
を
い
ま
ま
で
の
十
川
か
川
者
、
病
気
一
見
場
省
、
ア
レ
戸
、キ
1
体

ら
十
二
川
に
分
円
る
ζ

と
に
改
め
ら
川
問
、
け
い
れ
ん
性
体
質
の
人
は
受
け

れ
ま
し
た
。

川

な
い
で
く
だ
さ
い
。

測を怠おも唱す税論
いiEで )J 5月20日まで 日1;以で
[こ山 、20 が l'，'J:日 1 
す LJ抄く IJ れたなし it:tはおt~{I~ い せJJfちらき
る t~~ のかそは災協い印 、 ふ七にと 口 つはしれ
巡によらこ な践 )JflH (じ市で夫すく て 、たい
到~ --， う 5 でり爪をfíJI(に氏す化るに いみいな
」 川な)J r! jま!立1)Jï~ と犬、I の 。 づこ川 るなし E訟
ををこ 19でせが盟主的す主1:そくとを はさと与2
)，fきと 11はん なと附る爪 れりはき ずんいの
Jrlli ~しをま 4 けー し的 l 卜: ~~にの 、 れ でイぞう 11'

ス

々
ノ
1
l
L
l

品川
湾
総
合
職
業
訓
練
所

附
川
市
議
会
は
、

4
ハ
お

U
ひ
ら

か
れ
、
市
税
条
例
を

一
部
改
正
す
る

議
京
が
術
議
さ
れ
、
川
決
さ
れ
ま
し

た
じこ
れ
は
、
地
万
税
法
が
改
正
さ
れ

て
、
川
竹
年
度
か
ら
一
泊
川
に
は
り
こ
れ

に
と
も
な
い
市
税
条
例
が
改
一止
さ
れ

た
も
の
で
す
。
主
な
改
一
ル
山
一
は
、
市

民
税
で
は
、
以
脆

・配
山
者

・以
長

・

以
如

・
院
記
者

・
老
作
者

・
勤
労
学

し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
市
内
を
…
侃
れ
る
主
安
川
川
の
油
川

マ
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
胞

マ
hU
右
似
に
よ
る
泊
川
モ
ラ
U
'
の
向

盲
目
せ
き

嘗寵寵寵臨調

ジ
フ
テ
リ
ヤ
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待
望
の
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
が
こ

の
ほ
ど
完
成
し
、

4
月
却
日
に
関
係

者
が
集
ま
っ
て
落
成
式
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
は
、
村
木
地

内
(
魚
津
交
通
裏
通
り
)
に
総
工
貨

三
下
二
百
万
円
で
建
設
さ
れ
た
も
の

で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
附
建
て

の
ベ
.
面
積
七
百
一二
十
七
平
方
M
の
近

代
的
な
り
っ
ぱ
な
建
物
で
す
。

こ
の
ホ
l

ム
は
、
市
内
で
働
く
青

少
年
が
、

一
日
の
仕
事
を
終
え
て
か

ら
気
軽
に
立
ち
寄
り
、
余
暇
を
よ
り

楽
し
く
過
ご
し
、
明
日
へ
の
勤
労
意

欲
を
も
り
あ
げ
る
「
い
こ
い
の
弱
」

と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

利

用

す

る

と

き

ホ
l

ム
は
魚
津
市
に
在
住
ま
た
は

勤
務
す
る
こ
十
五
歳
以
下
の
青
少
年

魚

金
沢
鉄
道
管
理
局
管
内
の
刊
年
度

踏
切
.
事
故
は
、
列
車
と
衝
突
し
た
も

の
が
、
七
十
二
件
、
列
車
が
事
前
に

停
車
し
た
も
の
二
百
八
十
六
件
と
多

発
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
列
市

は
太
一腕
に
遅
れ
、
ま
た
多
く
の
人
が

死
傷
(
死
亡
二
十
六
名
、
負
似
三
十

七
名
)
し
て
お
り
ま
す
。

魚
津
駅
構
内
の
北
鬼
江
踏
切

(警

報
機
付
)
は
、
国
鉄
と
地
鉄
が
あ
る

た
め
、
延
長
が
長
い
の
で
通
行
の
と

き
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
踏

切
事
故
の
大
半
は
、直
前
横
断
で
す
。

「
ま
だ
い
い
だ
ろ
う
」
と
簡
単
な
考

え
で
渡
り
、
列
車
と
衝
突
し
た
り
、

列
車
を
停
止
さ
せ
る
事
故
を
お
乙
し

て
い
ま
す
。

八
み
ん
な
で
注
意
し
た
い
こ
と

V

マ
踏
切
り
の
阿
端
に
あ
る
瞥
報
機
が
な

っ
た
ら
絶
対
に
渡
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
。
国
鉄
や
地
鉄
の
い
っ
ぽ
う
の
列

車
が
通
過
す
る
と
き
で
も
、
絶
対
に

踏
切
内
に
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

マ
一
方
の
列
車
が
通
過
し
て
も
、
安
心

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
反
対
列
車
が

続
い
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ジ

ャ
ン
ボ
シ
ャ
ン
な
っ
て
い
る
聞
は
渡
つ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

一 第3種郵便物認可

年
ホ

l
ム
で
き
る

一
一一一
一
一一

い
こ
い
の
場
に
ご
利
用
を

火
眼
目
と
祝
祭
日
の
翌
日
で
す
。

な
ら
だ
れ
で
も
利
用

で
き
ま
す
。

ホ
ー

ム
を
利
用
す
る

人
は

「
利
用
証
」
を
お

波
し
し
ま
ず
か
ら
受
付

け
へ
お
申
し
山
く
だ
さ

い
。
自
分
で
必
要
事
項

を
記
入
し
、
勤
務
先
の
-説
明
を
も
ら

え
ば
、
あ
と
は
受
付
け
で
利
用
一祉
を

み
せ
る
だ
け
で
利
用
で
き
ま
す
。
料

金
は
無
料
で
す
。

開
館
時
間
は
午
後
口
時
叩
分
か
ら

午
後
9
時
ま
で
で
、
休
館
臼
は
毎
週

写真は完成した青少年ホーム

(右上)と娯楽談話室(上)

八
踏
切
り
で
安
全
を
守
る
の
は

V

マ
批円
報
機
H

ラ
ン
プ
の
点
滅
と
音
を
出

す
こ
と
に
よ
り
、
列
車
が
近
づ
い
て

い
る
こ
と
を
知
ら
せ
ま
す
。

マ
列
車
進
行
方
向
指
示
器
(
矢
印
の
ラ
一
-

ン
プ
)
リ
笹
報
機
の
下
に
つ
け
て
あ

一

る
矢
印
に
よ
り
、
列
車
の
上
り
、
下

一

り
の
万
向
を
知
ら
せ
ま
す
。

一

V
非
常
ボ
タ
ン
日
自
動
車
が
踏
切
で
事

一

故
を
お
こ
し
た
と
き
、
列
車
来
務
員

へ
そ
の
旨
知
ら
せ
、
列
車
を
停
止
さ

せ
て
事
故
を
防
ぐ
装
置
で
す
。
非
常

ボ
タ
ン
の
上
の
ア
ク
リ
W
を
石
な
ど

で
割
っ
て
、
ボ
タ
ン
を
押
す
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
事
故
の
場
合

は
す
ぐ
抑
し
て
く
だ
さ
い
。

ハ
列
車
を
止
め
る
方
法

V

・
列
車
の
進
行
し
て
く
る
方
向
に
向
っ

て
走
り
な
が
ら
、
発
え
ん
筒
か
赤
旗

ま
た
は
赤
色
灯
を
列
車
の
運
転
士
か

ら
よ
く
凡
え
る
よ
う
に
ふ
る
口

・
踏
切
非
常
ボ
タ
ン
を
抑
す
。

↑
i
i
G
7今
か
「
く

警
官
柊
T
・
5

お

施

設

マ
一

附

(
二
百
八
十
二
平
方
ば
)

軽
ス
ポ
ー
ツ
も
で
き
る
大
集
会
室

兼
運
動
場
、
事
務
室
、
相
談
室
、
機

械
室
、

配附
ハ
全
が
あ
り
ま
す
。

マ
二
階
(
二
百
三
十
平
方

M
)

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
や
新
聞
類
、
喫
茶

コ
ー
ナ
ー
を
そ
な
え
た
娯
楽
談
話
室

図
書
摂
、
二
十
人
の
実
習
設
備
が
と

と
の
え
ら
れ
た
料
理
教
室
、
管
理
人

宅
、
便
所
が
あ
り
ま
す
。

マ
三
階
(
一
一
百
二
十
六
平
方

M
)

十
人
ぐ
ら
い
の
ク
ラ
プ
活
動
に
利

一

周
で
き
る
集
会
室
三
、
ス
テ
レ
オ
の

一

あ
る
音
楽
室
、
華
道
や
茶
道
の
実
習

了
一二
三
一一一

が
で
き
る
和
室
と
茶
室
、
便
所
な
ど

一一一一一三
一二三
一一

が
あ
り
ま
す
。

一

ホ
l

ム
の
備

一

ご
協
力
あ
り
が
と
う

{

↑

品
に
つ
い
て
は

一

ご

ざ

い

ま

し

た

寄
付
に
よ
っ
て

一

あ
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
内

の
会

社
、
工
場
、
事
業
所
、
青
年
団
、
婦

人
会
、
青
年
会
議
所
、
東
京
魚
津
会

関
凶
魚
津
会
な
ど
か
ら
現
金
二
百
五

十
万
円
と
物
品
(
や
く
九
十
万
円
相

当
)
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
協

』

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一

も

な

か 6
ら日

青
年
学
級
で
知
識
を
高
め
よ
う

こ
と
し
も
青
年
学
級
が
始
ま
り
ま

し
た
。
青
年
学
級
は
、

平
素
の
生
活

に
必
要
な
知
識
や
技
能
、
一
般
教

養
を
高
め
る
た
め
に
ひ
ら
か
れ
、
勤

労
青
年
な
ら
だ
れ
で
も
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
各
地
区
公
民
館
が

主
体
に
な
っ
て
開
併
し
ま
ず
か
ら
、

学
習
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
い
ま

す
。
青
年
の
み
な
さ
ん
、
青
年
学
級

で
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
受
講
を

希
望
さ
れ
る
人
は
地
区
公
民
餅
ま
た

は
市
教
委
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
青
年
学
級
開
設
場
所
と
学
級
主

事
は
次
の
と
お
り
。

背
年
学
級

魚

津

住

吉

上
巾
島

松

倉
仁
郎J
小刀

木

江

片

貝

加

積
道

下

天

神

間
布
施

友

道
魚
津
中
央 一 不用犬を 買い上げ 一

近
年
、
犬
に
よ
る

不
祥
事
が
相
次
い
で

発
生
し
、
み
な
さ
ん

に
不
安
を
与
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
県
で

は
4
月
内
日
か
ら
5

月
同
日
ま
で
、

「犬

に
よ
る
危
害
防
止
運

動
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
5
月
に
は
全
国
植

樹
祭
が
催
さ
れ
ま
す

の
で
、
他
県
か
ら
た

く
さ
ん
来
県
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
を
機
会
に

野
犬
の
一
掃
に
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

V
犬
を
飼
っ
て
お
ら

れ
る
人
に

犬
の
登
録
や
狂
犬

病
予
防
注
射
は
必
ず

受
け
ま
し
ょ
う
。
ま

市児輩クラ ブ連合会では、 27日市
役所屋上にクラプ代表80名が集まっ
て鯉のぼりをあげました。あいにく

雨でしたが、全長5~;のまとい、ひ
どいが市内を一望して大きく泳いで

いました。 (写真〉
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学
級
主
事

-

下

回

淑

先

野

沢

幸

昭

-

浅

井

樹

清

河

茂

雄

窪

間

勲

中

野

顕

三
井

兼

徳

広
瀬
四
十
三

寺
崎

和

郎

大
久
保
義
雄

谷

崎

敏

則

河

田

省

三

大

村

尚

道

た
、
不
用
な
犬
の
い
る
と
き
や
、
犬

一

が
人
を
か
ん
だ
と
き
は
、
必
ず
保
健

一

所
へ
届
け
出
て
指
示
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
飼
い
犬
は
、
人
畜
に
危
害
を

-

加
え
な
い
よ
う
必
ず
オ
リ
に
入
れ
る

か、

つ
な
ぐ
な
ど
し
て
、
人
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ

う。
V
野
犬
の
一
掃

住
み
よ
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
、

野
犬
や
放
し
削
い
の
多
い
地
区
を
ご

存
じ
の
人
は
、
近
く
の
保
健
所
へ
通

報
し
て
い
た
だ
き
、
野
犬
の
一
掃
に

ど
協
力
く
だ
さ
い
。

V
不
用
犬
の
買
い
上
げ

一

魚
津
保
健
所
で
は
、
5
月
同
日
ま

一

で
不
用
犬
を
一
政
百
円
で
買
い
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
特
定

'
r

の
日
と
場
所
を
定
め

緩

弓

て
不
用
犬
を
買
い
上

旬
F

げ
ま
す
の
で
、
魚
津

~
d

保
健
所
へ
ご
相
談
く

的
川
公
守
山

だ
さ
い
。

Y
ψ

U
M
の
ゆ
た
か
な
自
然
は
、
私
た
ち

の
生
活
に
う
る
お
い
と
安
ら
ぎ
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。
国
土
緑
他
推
進
委

員
会
で
は
、
5
月
1
日
か
ら
引
日
ま

で
の
一
か
月
間
、
全
国
的
に
緑
他
運

動
を
く
り
ひ
ろ
げ
、

「
緑
の
羽
根
」

募
金
運
動
を
実
施
す
る
乙
と
に
し
て

お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
募
金
は
、
国
民
の
緑
他

春
山
に
は
、
レ
ク
リ

ェ
ー
シ

ョ
ン
て
お
ら
れ
る
椎
茸
の
原
木
、
造
林
木

あ
る
い
は
ぜ
ん
ま
い
、
わ

ら

び

な

ど

や

、
ひ
ど
い
の
に
な
れ
ば

一
輪
車
ま

山
菜
つ
み
に
入
山
さ
れ
る
人
が
非
情
で
持
ち
去
る
不
心
得
の
人
が
あ
る
ょ

に
多
い
と
思
い
ま
す
。
山
林
も
所
有
う
で
す
。
こ
の
た
め
、
山
間
の
一
部

権
が
あ
る
乙
と
で
す
か
ら
、
断
っ
て
で
は
や
む
を
得
ず
、
入
山
禁
止
の
処

入
山
す
る
の

l

I

l

l

i

-

-

-

-

1

1

1

1

-

-

-

-

置
を
と
ら
れ
た

り吋
一日
川
げ

春

山

へ

入

山

さ

れ

る

お

山

M
V

古

か

ら

無

断

的

な

行

動

を

と
人

に

お

願

い

で

入

山

す

る

ら

れ

、

乙

の

よ

の
が
当
然
の

I

l

l

i

-

-

-

-

-

1

1

1

1

1

1

1

う
な
こ
と
の
な

よ
う
に
考
え
ら
れ
、
ま
た
山
村
の
人
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

も
別
に
と
が
め
も
せ
ず
開
放
さ
れ
て
ま
た
、
こ
れ
か
ら
火
災
の
発
生
し

き
ま
し
た
。

や
す
い
時
期
と
な
り
ま
す
の
で
、
入

そ
れ
を
よ
い
こ
と
に
山
菜
つ
み
な
山
の
際
は
と
く
に
た
き
火
や
た
ば
こ

ど
に
使
来
し
て
、
山
村
の
人
が
育
て
火
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ーム
冬一
R
卜
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¥

中
1
4
活
力

t
ハ

5
月
の
歩
こ
う
会

5
月
の
歩
乙
う
会
は
、

5
月
日
日

(
日
)
松
倉
城
世
方
面
に
行
き
ま
す
。

コ
ー

ス
は
、

電
鉄
魚
津
駅
午
前
8

時
加
分
発
の
北
山
行
パ
ス
に
乗
車
、

北
山
で
下
車
、
小
菅
沼

l
開
拓
地
|

松
倉
城
駈
|
金
山
谷
と
や
く
十
キ
ロ

を
歩
き
ま
す
c

金
山
谷
か
ら
パ
ス
で

川
り
ま
す
。
参
加
希
望
者
は
、
中
食

と
パ
ス
料
金
お
持
ち
の
う
え
、
電
鉄

魚
津
駅
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

捗
乙
う
会
に
は
、
だ
れ
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
史
跡
を
探
勝
し
な
が
ら

新
制
の
自
然
を
散
策
し
ま
し
ょ

う口

住
宅
建
設
資
金
貸
付
け

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
例
人
住
宅

建
設
資
金
貸
付
け
の
申
し
込
み
を
8

月
初
日
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

乙
と
し
か
ら
申
し
込
み
期
間
は

一
凶

と
な
り
ま
し
た
。

貸
付
金
は
構
造
や
面
積
、
地
域
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
木
造
で
最

高
七
十
二
万
円
、
耐
火
構
造
で
九
十

一
十
円
パ
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
利
子
は

年
五
分
五
回
、
返
済
期
間
は
、
木
造

で
十
八
年
以
内
、
耐
火
構
造
三
十
五

年
以
内
と
な

っ
て
い
ま
す
。
く
わ
し

い
こ
と
に
つ
い
て
は
住
宅
金
融
公
庫

窓
口
(
市
内
金
融
機
関
)
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
口

緑
の
羽
根
に

ご

協

力

を

思
惣
の
普
及
や
国
土
を
緑
化
す
る
た

め
費
用
に
あ
て
ら
れ
ま
す
が
、
み
な

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
D

と
く
に
富
山
県
で
、
運
動
期
間
中

の
5
月
お
日
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下

を
お
迎
え
し
て
植
樹
祭
が
行
な
わ
れ

る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

近畿富山会館ビル 12月
完成

近
畿
富
山
会
飢
は
大

阪
市
阿
区
う
つ
ぼ
公
園

隣
り
に
、
建
設
中
で
す

が
、
口
月
に
完
成
す
る

予
定
で
す
。
乙
の
会
館

は
、地
上
九
階
、地
下
二

階
の
近
代
的
な
ビ
ル
デ

ン
グ
で
、
延
面
積
六
千

六
百
平
方
M
、
乙
の
中

に
貸
事
務
室
、
出
泊
施

設
、
貸
会
議
室
、
貸
車

庫
、
食
堂
Y

物
雌
あ
っ

旋
所
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

貸
事
務
室
に
ま
だ
余
裕
が
あ
り
ま

す
の
で
、
入
居
希
望
者
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。
と
く
に
県
内
企
業
の
入

居
者
に
は
催
遇
錨
置
が
あ
り
ま
す
。

希
望
者
は
富
山
県
庁
内
貿
易
観
先
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

一一ー入居者を募集

踏

切

事

故

の

大

半

は

直

前

横

断

福

祉

年

金

の
支

払
い

年
金
証
書
は
忘
れ
ず
提
出
を

老
令
福
祉
年
金
や
障
害
母
子
な
ど
号
番
号
、
金
額
、
住
所
、
氏
名
な
ど

の
福
祉
年
金
の
支
払
い
は
、
5
月
6

を
記
入
し
、
証
書
に
抑
し
で
あ
る
印

日
(
火
)
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
福
祉
年
鑑
を
郵
便
局
の
窓
口
へ
脱
出
し
、
年

金
を
受
け
る
人
は
、
証
書
に
古
い
て

金
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

あ
る
郵
便
局
へ
行
き
、

「
福

祉

年

金

魚

津

郵
便
局
、

服
屋
郵
便
局
で
受

請
求
書
兼
受
領
証
書」

に
、
証
書
記

け

取

ら

れ
る
人
に
つ
い
て
、
5
月
6

日
と
7
日
の
両
日
は
、
市
民
課
の
係

員
が
出
張
し
、
年
金
証
書
を
受
け
取

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
5
月
8

日
以
後
に
年
金
を
受
け
取
ら
れ
る
人

は
、
例
年
ど
お
り
市
民
税
窓
口
へ
年

金
証
』
を
促
出
し
、
9
月
則
の
年
金

を
受
け
取
る
手
続
き
を
す
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。

抗
告
を
挺
出
さ
れ
な
い
と
き
は
、

次
期
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

一

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
ず
か
ら
、
忘

れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

金
屋
町

・
上
村
木
郵
使
局
で
年
金

を
受
け
取
ら
れ
る
人
は
、
す
ぐ
市
民

一

訓
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
松

治
、
上
野
方
、
片
貝
、
経
山
、
天

神
、
四
布
施
の
人
は
、
各
連
絡
所
へ

お
出
し
く
だ
さ
い
。

植
樹
で
明
る
い
国
プ
く
ジ

ヒ
卜
E
L
'

M

何
年
度
の
交
通
傷
害
保
険

川，
け

A
『
匹』
'ト
引
M

二
百
六
十
九
万
円
支
払
い

ら
実
施

さ
れ
た
市
民
必
通
傷
害
保
険
は
、
3

月
未
で

一
年
を
経
過
し
ま
し
た
が
、

そ
の
概
削
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

加
入
者
数
は
五
千
八
百
四
十
三
人

で
保
険
料
収

入
が
百
九
十
九
万
一

千
八
百
五
十
円
で
し
た
。
い
っ
ぽ
う

見
舞
金
は
、
死
亡
四
人
で
二
百
万

円
、
傷
者
二
十
四
人
で
六
十
九
万
円

(
治
療

一
週
間
以
上
十
件
五
万
円
、

一

か
月
以
上
七
件
十
四
万
円
、

三
か
月

以
上
四
件
二
十
万
円、

六
か
月
以
上

三
件
三
十
万
円
)
あ
わ
せ
て
二
百
六

十
九
万
円
が
支
払
い
さ
れ
ま
し
た
。 写真=会館ピノレ完成予M.l図

寄

付

マ
二
万
円
H
大
先
寺
宮
本
杉
枝

マ

二
万
円
H
上
新
町
水
口
清
作

マ

一

万
円
H
村
木
十
区
小
竹
進

マ

一
万

円
H
新
塩
屋
町
松
本
良
隆

マ

一
万

円
H

八
幡
町
山
口
久
作

マ
一

万
円

H
新
金
屋
三
区
碓
井
久
夫

マ
一

万

円
H
石
庖
新
横
石
久

一
マ
一

万
円

H
寺
町
羽
田
新

一

マ

一
万
円
H
荒

町
本
吉
重
和

マ
一

万
円
H
上
村
木

四
十
沢
信
男

マ

一
万
円
リ
金
浦
町

四
十
本
宏

マ
五
千
円
リ
経
旧
四
町

一帥
森
和
左
エ
門

マ
五
下
円
H
H
橋
場

町
松
木
裕
子

マ
三
千
円
H
諏
訪
町

浜
田
幸
作

マ
三
千
円
H
横
枕
広
瀬

賢
二

円以
上
香
典
返
し
の
一
部
を
)

マ
一

万
円
リ
東
京
都
中
央
区
日
本
橋

川
X
ヨ
シ
マ
一

千
百
六
十
円
日
東

部
中
学
校
三
年
四
組
生
徒

一
向
。
い

ず
れ
も
社
会
福
祉
屡
護
金
へ
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

県
で
は
、
自

危
険
物
取
扱
主
任
者

負

険
物
取
扱
主
任

資

格

試

験

者
資
格
試
験
を

つ
ぎ
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
受
験

を
希
望
す
る
人
は
、

「
受
験
願
書
」

を
5
月
却
日
ま
で
富
山
県
庁
内
消
防

課
へ
挺
出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
実
施
種
類
H
乙
種
四
類

マ
受
験
資
格
H
危
険
物
の
・
取
り
扱
い

に
関
し
て
六
か
月
以
上
の
実
務
経

験
会
有
す
る
も
の

マ
講
習
日
と
場
所

H
6
月
間
目
、
げ

日
の
二
日
間
魚
津
市
役
所

マ
試
験
日
と
場
所
リ
6
月
却
日
魚
津

市
立
西
部
中
学
校

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
消
防
署
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
衛
隊

自
衛
隊
富
山
地
方
連
絡
却
下吉

富
山
地
万

魚

津

分

駐
所
を

開
設

連
絡
部
の

魚
津
分
駐
所
は
大
町
魚
津
公
民
館

(
水
族
館
前
)
の
建
物
内
の

一
室
に
設

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
開

設
は

5
月
8
日
ご
ろ
と
な
り
ま
す
が

地
述
か
ら
係
員
が
出
向
い
て
、
自
術

官
の
募
集
な
ど
の
仕
事
を
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

八
日
曜
、
祭
日
の
当
番
医
V

V
3
日

H
(昼
)
本
江
浦
田
病
院
①
5

0
5
3
(夜
)
鴨
川
町
青
木
医
院
①

0
3
6
2

V
4
日
日
(昼
)
浜
経
団

江
幡
医
院
①
5
0
5
2
(夜
)
友
道

扇
谷
医
院
①
1
0
8
2

V
5
日
日

(照
)
田
万
町
河
内
医
院
①
3
2
1
0

(夜
)
本
江
沢
口
医
院
①
1
7
5
7

V
H
日
H(昼
)
下
村
木
町
沢
口
医
院

①
1
7
4
8
(夜
)
友
道
晒
屋
医
院

①
0
4
9
0

V
日
日

H
(昼
)
本
江

宮
元
医
院
①
1
3
9
3

(夜
)
大
町

船
崎
医
院
①
3
9
1
2

V
お
日
H

(昼
)
鴨
川
町
青
木
医
院
①
0
3
6
2

(夜
)
本
江
浦
田
病
院
①
5
0
5
4


